
   平 成 29 年度介 護老 人保 健施 設経 営セミ ナー 日程 表 

―報酬同時改定の動きと在宅支援機能を高めるための方策― 

 
【 主  催 】 独 立 行 政 法 人 福 祉 医 療 機 構  

【 共  催 】 公 益 社 団 法 人 全 国 老 人 保 健 施 設 協 会  

【 開 催 日 】 平 成 29 年 11 月 10 日 （ 金 ）  

【 会  場 】 全社協・灘尾ホール 

（東京都千代田区霞が関３－３－２） 

 

介護老人保健施設は、包括的ケアサービス機能、リハビリテーション機能、在宅復帰機能、そして在宅生

活支援機能を兼ね備えた、在宅復帰を総合的に支える中間施設として地域に根ざしてきました。 

 このようななか、新たな介護保険施設である「介護医療院」の創設、診療報酬・介護報酬の同時改定、30

年度からの第７期介護保険事業（支援）計画の実施など、介護老人保健施設を取り巻く環境が大きく変わろ

うとしています。また、介護医療院も加わるなど高齢者施設の多様化が進むなかで、介護老人保健施設の役

割をより明確にしていくことが今後ますます重要となってきます。それでは、地域包括ケアシステムにおい

て、必要不可欠で中心的な施設になるために必要な機能とは何でしょうか。 

 今回のセミナーでは、診療・介護報酬同時改定の動きとその背景にある政策の方向性をとらえるとともに、

「在宅復帰」、「在宅療養支援」および「看取り」に取り組む先進的な実践事例を学ぶことで、地域のニーズ

に応え、健全で安定した経営基盤を構築するヒントを皆さんとともに考えます。 

 

9:30～10:10 受 付（40 分） 

10:10～10:30 

（20 分） 

オリエンテーション 

開会のあいさつ 独立行政法人福祉医療機構 

        公益社団法人全国老人保健施設協会 

10:30～11:50 

（80 分） 

「介護老人保健施設が担う在宅復帰支援機能強化への方策 

～診療・介護報酬同時改定の動きを見ながら～」 

 

<講師> 公益社団法人全国老人保健施設協会 会長 

医療法人緑の風 介護老人保健施設いこいの森 理事長 

東 憲 太 郎 氏 

11:50～12:00 

（10 分） 

「医療貸付事業について」 

<説明者> 独立行政法人福祉医療機構 福祉医療貸付部 医療審査課 

12:00～13:00 休 憩（60 分）～融資相談会～ 

13:00～14:20 

（80 分） 

「リハビリテーション機能の向上と在宅復帰支援の取り組み」 

 

<講師> 公益社団法人全国老人保健施設協会 学術委員会 

ｹｱﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ部会員 

    医療法人和光会 介護療養型老人保健施設 恵愛荘 

事務長（理学療法士） 

谷 川 敦 弘 氏 

14:20～14:30 休 憩（10 分） 

14:30～15:50 

（80 分） 

「在宅復帰・在宅支援機能と看取り機能の強化による地域包括ケアの推進」 

 

<講師> 公益社団法人全国老人保健施設協会 副会長 

公益社団法人地域医療振興協会 

中之条町介護老人保健施設六合つつじ荘 常務理事 

介護老人保健施設市川ゆうゆう 施設長 

折 茂  賢 一 郎 氏 

15:50～16:00 休 憩（10 分） 

16:00～16:30 

（30 分） 

「介護老人保健施設の経営状況について」 

<説明者> 独立行政法人福祉医療機構 経営サポートセンター 

リサーチグループ 主査 関 悠希 

 


